
被表彰者の功績について  

１  兵庫県農業賞  

(1)長谷川
は せ が わ

 いづみ
い づ み

（花壇苗農家として大規模かつ多角的な経営及び園芸療法や農福連携を実践） 

平成8年に花壇苗農家の経営を移譲され、販売の重要性に目を向け多様な販路を開拓。

更に野菜苗の栽培にも取り組み、全国に出荷するなど大規模かつ多角的な経営を確立

し、地域の農業者の模範となっている。また園芸療法士の資格を取得し、農福連携を

実践する等、地域農業の発展に貢献した。 
 

(2)岡田
お か だ

 かよ
か よ

子
こ

 

（丹波地域の農家民宿と食農教育を推進し、女性農業者のリーダーとして組織活動を牽引） 

平成 16年に食育レストランを併設した農家民宿を開業して、食農体験型農業に取り

組む。市内の農家民宿の魅力づくりや情報発信に向けた取り組みにも尽力し、丹波地

域の誘客推進に貢献した。また、女性農業者のネットワークづくりにも取り組むなど

地域振興に貢献した。 
 

    (3)阪口
さかぐち

 羽津
は つ

美
み

（女性農業者の労働環境の改善及び経営参画の拡大に貢献） 

平成 12年にストックを生産する女性農業者に声掛けし、女性グループを結成。グル

ープでの活動を通じて地域の女性農業者の経営や技術のレベルアップに貢献した。ま

た、女性農業者の労働環境の改善及び経営参画の支援など、地域農業の発展に貢献し

た。 
 

    (4)中井
な か い

 勝
まさる

（但馬牛の繁殖・肥育一貫経営の大規模畜産経営モデルを確立）  

昭和 55年から畜産経営を行い、作業の省力化による規模拡大を実現するなど、但馬

牛の繁殖・肥育一貫経営の大規模畜産経営モデルを確立、地域の経営モデルとなった。

 また地域の後継者の育成に尽力するなど、地域農業の発展に貢献した。  

 
 
 

２ 兵庫県林業賞   

(1)東
あずま

 里司
さ と し

  

(原木・木質バイオマス燃料の安定供給力強化のための林建協働体制構築による地域林業への貢献) 

     昭和 63 年に株式会社山﨑木材市場に入社。その後、平成 22 年に県指導林家に認定さ

れ、儲かる林業の実現に向け、素材生産業者等に採材方法の指導などを行ってきた。ま

た、原木や木質バイオマス燃料の安定供給力強化のため、素材生産業や建築業者等によ

る林建協働体制を構築して路網整備に取り組み、地域林業の振興に貢献した。 

 

(2)阪井
さ か い

 裕
ゆたか

 (優れた原木しいたけ生産の実践と地元地域への生産技術の普及に対する貢献) 

昭和 42 年から長年にわたり、地元産材のほだ木を使った原木しいたけ生産に取り組ん

でおり、露地での自然発生に向けたほだ木の水分量の調整や、乾燥しいたけの生産に向

けた乾燥時間、温度管理に高い技術を確立した。また、北但きのこ生産振興協議会では

長年役員を担い、新規参入者への技術の継承や生産者の技術向上にも貢献した。 

 

(3)日本
に ほ ん

土地
と ち

山林
さんりん

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

山林
さんりん

事業部
じ ぎ ょ う ぶ

  

(森林認証や先端技術導入など先進的かつ持続的な森林経営の実践による地域林業への貢献) 

昭和 6 年に社有林の管理のため設立され、管理面積は 1,922ha に及ぶ。平成 21 年には

環境調和型の持続的な森林経営を証明する森林認証を取得、環境に配慮した森林管理の

モデルとなっている。また、ドローンや３D レーザースキャナシステムなどの先端技術を

導入して活用し、地域林業を先導するとともに、学生のインターンシップ受け入れや小

学生を対象とした環境教育にも取り組み、次代を担う人材の育成にも貢献した。 

 



３ 兵庫県水産賞 

(1)原田
は ら だ

 和弘
かずひろ

（わかめ養殖業の振興と漁協経営の安定に貢献）  

     昭和 54 年からわかめ養殖業等に従事し、垂水わかめのブランド化を図るとともに、漁

業調整に努め、明石海峡周辺海域の円滑な漁業操業の実現に寄与した。また、神戸市漁

協の理事を務め、漁協経営の安定に貢献した。 

     

    (2)川越
かわごえ

 伸二
し ん じ

（沖合底びき網漁業の振興と漁協経営の安定に貢献）  

     昭和 54 年から沖合底びき網漁業に従事し、高鮮度保持施設の導入に加え、安全性や居

住性を確保した新造船の導入により、漁業経営の効率化と船員労働環境の改善に先進的

に取り組んだほか、ズワイガニの資源管理を推進し、沖合底びき網漁業の経営安定に寄

与した。また、浜坂漁協の理事を務め、漁協経営の安定に貢献した。 

 

  (3)小林
こばやし

 新治
し ん じ

 

（入札制度の導入によるシラス・イカナゴの単価向上と漁協経営の安定に貢献）  

     昭和 53 年から一本つり漁業と水産加工業に従事し、漁協のセリに入札制度を導入する

ことで福良地域におけるシラス、イカナゴの単価向上に寄与した。また、福良漁協の理

事を務め、漁協の経営改善計画の履行に尽力し、漁協経営の安定に貢献した。  

 
 


